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令和４年度 
　　森林・林業白書の公表



7
禅坊 靖寧（兵庫県淡路市）表紙の写真：

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202307.html

webアンケートにご協力をお願いします！

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは？
　緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団体に対し、内閣総理大臣が決定し、
表彰を行うものです。
　令和５年は１３の個人・団体が受賞されました。受賞者の方々をご紹介します。
　過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

受賞者紹介

令和５年 緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰
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第７回「山の日」全国大会が沖縄県で開催されます！！
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令和４年８月豪雨災害への対応

令和５年度 木材利用優良施設等コンクール 応募施設や国産材利用促進の取組等を募集中！

効率的な素材生産と低コスト造林での採算性向上（宮城県）14 新しい林業

同少年団は、令和３年に世界遺産登録された縄文時代の遺跡「御所野遺跡」を拠点に、
●　平成１１年より、御所野縄文公園の環境美化活動や、公園で集めたドングリを苗に育て公園内に植樹する
　「縄文里山づくり」に取り組んできたこと
●　地域の博物館学芸員の指導のもと、自然と人との関わりに関する調査研究活動を推進してきたこと
●　活動の成果をもとに、パンフレット作成、遺跡のガイド、調査成果発表会等を通じて地域内外の者の緑
　化意識の醸成に貢献してきたこと
などが評価され、受賞されました。

▲ 植樹活動 ▲ 御所野縄文公園での清掃活動▲ 縄文里山づくり

２０２３
Ｎｏ．１９６

一戸南小学校　御所野愛護少年団 （岩手県一戸町）
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５月３０日に、「令和４年度森林・林業白書」（令和４年度森林及び林業の動向、令和５年度森林及び林業施策）
が閣議決定されましたので、その概要について、構成に沿って紹介します。
　国民の皆様に理解を深めていただけるよう、特集では一つのテーマを深掘りして記述するとともに、通常章で
森林・林業・木材産業全体について体系的に記述・分析しています。また、図表、写真、事例等を盛り込み、読み
やすい白書となるよう心掛けています。この記事で関心を持った箇所がありましたら本文も是非お読みください。

令和４年度

森林・林業白書の公表
～「気候変動に対応したこれからの治山事業」を特集～

写真上：手取川地区民有林直轄治山事業、海外製８輪駆動ハーベスタ、 写真下：大子町庁舎、安芸太田町

特集
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第
１
節
で
は
、
森
林
が
国
土
保
全
機
能
を

発
揮
す
る
仕
組
み
や
、
国
土
保
全
機
能
を
維

持
・
向
上
さ
せ
る
治
山
対
策
の
内
容
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

第
２
節
で
は
、
明
治
時
代
に
始
ま
る
治
山

対
策
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
そ
の

成
果
と
し
て
、
か
つ
て
森
林
が
荒
廃
し
て
い

た
時
代
に
比
べ
て
現
代
の
日
本
の
国
土
が
山

地
災
害
に
強
い
状
況
に
変
化
し
て
き
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
長
野

県
伊
那
谷
地
域
で
は
、
令
和
２
年
と
昭
和
36

年
の
豪
雨
を
比
較
し
て
、
同
等
以
上
の
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
山
地
災
害
の
発
生
箇

所
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

国
的
に
も
山
腹
崩
壊
の
発
生
面
積
は
こ
の
約

50
年
間
で
年
平
均
約
１
・
１
万
ha
か
ら
約
３

２
０
ha
へ
と
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
普
段
は
目
立
た
な
い

治
山
対
策
の
効
果
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

１　

森
林
の
機
能
と
治
山
事
業
の
役
割

２　

こ
れ
ま
で
の
治
山
事
業
の

　
　

取
組
と
成
果

　

今
回
の
白
書
の
特
集
に
は
治
山
対
策
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
森
林
を
維
持
・
復
旧
す
る
治
山

事
業
は
、
山
地
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

近
年
の
気
候
変
動
に
伴
い
山
地
災
害
が
激
甚
化
し
て
き
て
お
り
、
災
害
に
対
し
て
更
に
強
靱
な

国
土
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
治
山
対
策
の
取
組

と
成
果
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
気
候
変
動
に
対
応
し
た
こ
れ
か
ら
の
対
策
の
方
向
性
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
治
山
を
テ
ー
マ
と
し
て
特
集
を
組
む
の
は
昭
和
47
年
に
特
集
の
掲
載
を

始
め
て
以
来
初
と
な
り
ま
す
。

特
集
の
掲
載
開
始
以
来
は
じ
め
て
治
山
が
テ
ー
マ
に
！

治山事業の主な工法

森林の荒廃状況
（大正２（１９１３）年）

山腹工の施工
（大正６（１９１７）年）

森林の回復
（平成３０（２０１８）年）

令和２年
７月豪雨

昭和３６年
梅雨前線豪雨

長野県伊那谷地域における山地災害の減少

戦前に着手された治山事業の例
（滋賀県大津市・田上山の治山）

総降水量

山地災害
発生箇所数
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第
３
節
で
は
、
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る

山
地
災
害
の
激
甚
化
・
形
態
変
化
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
ま
す
。
森
林
の
成
長
に
よ
り
毎

年
の
崩
壊
箇
所
数
は
減
っ
た
も
の
の
、
大
雨

等
の
増
加
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
深
い

層
か
ら
の
崩
壊
が
発
生
す
る
、
渓
流
が
深
く

侵
食
さ
れ
る
こ
と
で
土
砂
や
流
木
の
発
生
が

多
く
な
る
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
等
に
よ
り

山
地
災
害
が
同
時
多
発
化
す
る
と
い
っ
た
変

化
が
み
ら
れ
ま
す
。
林
野
庁
と
し
て
、
こ
れ

ら
の
特
徴
を
分
析
し
、
効
果
的
な
事
前
防
災

の
た
め
に
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
方
向
性

を
取
り
ま
と
め
て
施
策
に
反
映
さ
せ
ま
し

た
。

　

第
４
節
で
は
、
治
山
対
策
の
具
体
的
な
取

組
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
国
土
強
靱
化
に
向

け
た
対
策
が
実
際
に
災
害
を
軽
減
し
て
い
る

こ
と
や
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し
て
水

害
を
軽
減
さ
せ
る
「
流
域
治
水
」
と
連
携
し

て
い
る
こ
と
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
て
効

率
的
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
地

域
住
民
へ
の
情
報
提
供
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

第
５
節
で
は
、
森
林
・
林
業
施
策
全
体
で

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
森
林
の
機
能
を
適

切
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
治
山
対
策
だ
け
で

な
く
、
森
林
計
画
制
度
に
よ
る
適
正
な
施
業

の
確
保
や
多
様
な
森
林
づ
く
り
、
森
林
整
備

事
業
等
に
よ
る
間
伐
や
再
造
林
を
進
め
て
い

ま
す
。
災
害
に
強
い
林
道
の
整
備
は
豪
雨
な

ど
の
際
に
代
替
路
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

ま
た
、
森
林
の
整
備
・
保
全
は
、
こ
こ
ま
で

で
紹
介
し
た
よ
う
に
気
候
変
動
の
影
響
へ
の

適
応
策
と
な
っ
て
い
る
と
同
時
に
、

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
・

固
定
を
促
す
こ
と
で

気
候
変
動
の
緩
和
策
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
防
災
・
減
災
を
含
め
て
国
民
生

活
に
様
々
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
「
緑
の
社
会

資
本
」
で
あ
る
森
林
を
適
切
に
整
備
・
保
全

す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

５

森
林
・
林
業
施
策
全
体
で
進
め
る

　
　

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

４　

気
候
変
動
等
に
対
応
し
た

　
　

こ
れ
か
ら
の
治
山
対
策

３　

気
候
変
動
に
よ
る
山
地
災
害
の

　
　

激
甚
化
・
形
態
変
化

小学校と連携した防災講座

表層よりもやや深い層からの崩壊
（平成２９年７月九州北部豪雨）

令和元年東日本台風
（渓流の縦侵食２～３ｍ）

山地災害の同時多発化
（平成３０年７月豪雨）

流木捕捉式治山ダムの整備小規模な治山ダムを階段状に配置

渓流の侵食量の増加とその対応方向

5 2023.7 No.196 林野



　

近
年
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
を
目
的

と
し
た
林
地
開
発
が
増
加
し
、
災
害
や
景
観

等
へ
の
懸
念
か
ら
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る

声
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年

に
許
可
基
準
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
令
和
４
年
に

検
証
・
分
析
を
行
い
、
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
に
係
る
土
砂
流
出
の
発
生
状
況
等
を
踏

ま
え
、
知
事
の
許
可
を
要
す
る
基
準
面
積
を

１
ha
超
か
ら
０
・
５
ha
超
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

❶　

太
陽
光
発
電
の
適
正
な
導
入

に
向
け
た
林
地
開
発
許
可
制
度

の
見
直
し

　

近
年
は
海
外
で
植
菌
・
培
養
さ
れ
た
輸
入

菌
床
に
由
来
す
る
し
い
た
け
が
増
え
て
き
て

お
り
、
国
内
で
植
菌
・
培
養
さ
れ
た
菌
床
に

由
来
す
る
し
い
た
け
と
区
別
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
消
費
者
の
合
理

的
な
判
断
に
資
す
る
よ
う
、
し
い
た
け
の
原

産
地
表
示
を
、「
採
取
地
」
で
は
な
く
「
植

菌
地
」
と
す
る
ル
ー
ル
に
改
正
し
ま
し
た
。

❷

し
い
た
け
の
植
菌
地
を
原
産

　

地
と
す
る
表
示
が
ス
タ
ー
ト

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る

中
で
、
将
来
に
わ
た
り
森
林
を
適
切
に
整
備
・

保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
担
い
手
と

な
る
林
業
労
働
力
の
確
保
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
林
業
労
働

力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
を
変

更
し
、
造
林
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技
術
を
有
す
る
者

の
育
成
、
労
働
安
全
対
策
の
ほ
か
、
女
性
の

活
躍
、
外
国
人
材
の
適
正
な
受
入
れ
等
を
明

記
し
ま
し
た
。

❸

林
業
従
事
者
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
働
け
る
魅
力
あ
る
林
業
へ

〜
「
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進

に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
変
更
〜

レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
お
い
て
、
森
林
整
備
で
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
創
出
し
や
す
く
す
る
よ
う
、

主
伐
後
再
造
林
す
る
場
合
は
将
来
の
吸
収
分

を
排
出
量
か
ら
控
除
す
る
等
の
ル
ー
ル
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

　

国
有
林
野
に
お
い
て
、
樹
木
採
取
権
制
度

に
よ
る
事
業
が
全
国
８
か
所
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
樹
木
採
取
権
者
の
経
営
基
盤
の
強

化
に
加
え
、
地
域
に
お
け
る
木
材
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

❺　

国
有
林
野
に
お
け
る
樹
木
採
取

　

権
制
度
に
よ
る
事
業
が
ス
タ
ー
ト

ト
ピ
ッ
ク
ス

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
・
吸
収
量
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
国
が
認
証
す
る
Ｊ‐

ク

❹　

Ｊ‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
活
用
等

　

を
通
じ
て
森
林
整
備
と
企
業
等
の

　

脱
炭
素
の
取
組
の
好
循
環
を
創
出

チェーンソーの
安全な使い方を研修

小規模林地開発地の面積と土砂流出等の発生割合

樹木採取区での
コンテナ苗による再造林

認証審査の現地確認（九州電力）
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢
献
す
る
森
林
の
多
面
的

機
能
や
、
そ
の
発
揮
に
向
け
た
森
林
の
整
備
・

保
全
の
動
向
、
国
際
的
な
取
組
に
つ
い
て
記

述
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
森
林
経
営
管
理
制

度
に
よ
る
市
町
村
を
介
し
た
経
営
の
受
委
託

や
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

が
、
年
々
着
実
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
多
く
の
事
例
を
交
え
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。

特
に
、
令
和
３
年
は
輸
入
木
材
の
不
足
に
よ

り
国
産
材
の
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と
か
ら
林

業
産
出
額
が
こ
こ
20
年
で
最
高
の
水
準
と

な
っ
た
こ
と
や
、
林
業
経
営
の
効
率
化
に
向

け
て
施
業
の
集
約
化
や
「
新
し
い
林
業
」
へ

の
取
組
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
、
山
村
の
活

性
化
に
向
け
て
地
域
資
源
の
発
掘
と
付
加
価

値
向
上
の
取
組
や
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」

の
創
出
等
を
支
援
し
て
い
る
こ
と
等
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

木
材
需
給
、
木
材
利
用
と
木
材
産
業
の
動

向
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
違

法
伐
採
対
策
に
関
し
て
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
近
年
進
展

し
て
い
る
非
住
宅
・
中
高
層
建
築
物
の
木
造

化
・
木
質
化
の
事
例
、
令
和
３
年
に
お
け
る

輸
入
木
材
の
不
足
・
価
格
高
騰
を
受
け
て
製

材
業
等
で
国
産
材
の
利
用
を
増
や
し
て
い
る

事
例
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

国
有
林
野
が
公
益
重
視
の
管
理
経
営
を

推
進
し
て
い
る
こ
と
や
、
民
有
林
へ
の
技
術

の
普
及
等
に
よ
り
森
林
・
林
業
施
策
の
推
進

に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
等
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
　

第
Ⅰ
章

森
林
の
整
備
・
保
全

　

林
業
や
特
用
林
産
物
、
山
村
（
中
山
間
地

域
）
の
動
向
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

　
　

第
Ⅱ
章

林
業
と
山
村
（
中
山
間
地
域
） 森林経営管理制度による主伐（矢板市）

苗木運搬用のドローン（阿蘇森林組合）

中高層建築物の木材利用
（写真提供：株式会社ジューテック）

　
　

第
Ⅲ
章

木
材
需
給
・
利
用
と
木
材
産
業

　
　

第
Ⅳ
章

国
有
林
野
の
管
理
経
営

健康ウォーキング（長野県木曽町）

　

海
岸
防
災
林
等
の
復
旧
が
進
展
し
て
い
る

こ
と
や
、
し
い
た
け
原
木
林
等
の
再
生
に
向

け
た
取
組
、
安
全
な
特
用
林
産
物
の
供
給
に

向
け
た
体
制
整
備
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※

　

白
書
の
全
文
と
概
要
を
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
公
表
に
あ
わ
せ

　

て
、
過
去
の
白
書
を
含
め
て
一
括
で
キ
ー
ワ
ー
ド

　

検
索
で
き
る
サ
イ
ト
を
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

内
に
開
設
し
ま
し
た
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度
森
林
・
林
業
白
書
全
文

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.
jp/j/kikaku/h

akusyo/r4
hakusyo/

　
　

第
Ⅴ
章

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

過
去
の
森
林
・
林
業
白
書

　
（
一
括
検
索
サ
ー
ビ
ス
）

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.
jp/j/kikaku/old-hakusho-
search/
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第
７
回
「
山
の
日
」
全
国
大
会
が

　
　

沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
!!

TOPICS

01

　

日
本
は
、
国
土
の
約
７
割
を
森
林
が
占
め
、
そ
の
多
く
が

「
山
」
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
は
古
来
、
山
に
畏
敬

の
念
を
抱
き
、
森
林
か
ら
の
恵
み
に
感
謝
し
共
存
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
豊
か
な
森
林
の
恵
み
に
感
謝
し
、
美
し
い
山
を
次
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
平
成
28
年
に
、
国
民
の
祝
日
と
し

て
、
８
月
11
日
を
「
山
の
日
」
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
山
の
日
」
の
制
定
を
記
念
し
、
毎
年
、「
山
の
日
」
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
大
会
も
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
に
、
山
の
魅
力
や
森
林
の
素
晴

ら
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
全
国
大
会
は
、８
月
10
日
（
木
）、11
日
（
金
・
祝
日
）

に
、
沖
縄
県
の
国
頭
村
、
大
宜
味
村
、
東
村
及
び
竹
富
町
で
、

「
山
を
知
り
、
山
に
感
謝
し
、
山
を
楽
し
む
〜
自
然
豊
か
な

南
の
島
、
沖
縄
か
ら
未
来
へ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

沖
縄
県
に
は
、
高
い
山
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
亜
熱
帯
特
有

の
動
植
物
が
数
多
く
生
息
す
る
生
物
多
様
性
豊
か
な
森
林
を

有
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
開
催
地
と
な
る
沖
縄
島
北
部
及
び

西
表
島
を
含
む
地
域
は
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
や
イ
リ
オ
モ
テ

ヤ
マ
ネ
コ
を
は
じ
め
と
す
る
固
有
種
が
数
多
く
生
息
す
る
地

域
と
し
て
、
そ
の
価
値
が
学
術
的
か
つ
国
際
的
に
認
め
ら
れ
、

令
和
３
年
７
月
に
、
日
本
で
５
番
目
と
な
る
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
全
国
大
会
は
、
多
く
の
方
々
に
、
生
物
多
様
性
に

優
れ
た
亜
熱
帯
の
山
の
魅
力
や
琉
球
王
国
時
代
か
ら
の
ア
ジ

ア
と
の
交
流
に
よ
り
培
わ
れ
て
き
た
歴
史
や
文
化
を
体
感
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
大
会
と
は
趣
の
異
な

る
沖
縄
の
山
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
国
民
の
「
山
の

日
」
へ
の
理
解
を
深
め
、
美
し
い
日
本
の
山
々
を
次
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
夏
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
、
各
地
で
自
然
体

験
や
森
林
教
室
な
ど
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

山
や
森
林
の
魅
力
、
楽
し
さ
を
実
感
い
た
だ
け
る
機
会
と

な
り
ま
す
の
で
、
熱
中
症
対
策
等
を
し
っ
か
り
講
じ
た
上
で
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開催日（記念式典等）

第１回（H28.8.11）

第２回（H29.8.11）

第３回（H30.8.11）

第４回（R1.8.11）

第５回（R3.8.11）

第６回（R4.8.11）

開催地

長野県松本市

栃木県那須町

鳥取県米子市・大山町

山梨県甲府市

大分県九重町・竹田市

山形県山形市

「山の日」全国大会　過去の開催地

仲間川展望所より仲間川を望む（西表島）
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散策会（北海道） 親子森林教室（秋田県） 子ども樹木博士（福島県） なかつがわ「山の日」（岐阜県）

木工教室（和歌山県） 南つるぎスカイラリー（徳島県） 消費者の部屋（熊本県） 「山の日」スタートイベント（沖縄県）

過去に開催された「山の日」のイベント

「山の日」を普及啓発する取組の予定（令和５年度）７月～８月のみ

親子「子ども樹木博士」チャレンジ！2023

「山の日」記念森林散策

赤谷の森自然散策（夏）

「山の日」四方山祭りin上高地

なかつがわ「山の日」

第37回夏休み木工教室

山の日記念　南つるぎスカイラリー

ワンツーツリーフォレスト

第7回「山の日」全国大会おきなわ2023
マングローブ林散策

「消費者の部屋」夏休み特別イベント
しっとっと？国のお仕事

夏休み自然体験イベント
トムソーヤクラブ村 木曽・上松

令和５年とやまの山岳環境保全ボランティア活動

「山の日」記念　
仁別国民の森林で遊ぼう！夏休み親子森林教室

森林づくり塾(第2回)
【森への誘い講座第2回】

東北森林管理局
技術普及課

福島民有新聞社

富山県

松本市ほか

上松町観光協会

南つるぎ
地域活性化協議会

ワンフォレ実行委員会

網走南部森林管理署
常呂川森林ふれあい
推進センター

駒ヶ岳・大沼ふれあい
推進センター
渡島総合振興局

赤谷森林ふれあい
推進センター

岐阜県、中津川市、
東濃森林管理署 等

和歌山森林管理署・
和歌山県西牟婁振興局

第7回「山の日」
全国大会実行委員会
（沖縄県）

群馬県利根郡みなかみ町

福島県福島市

富山県中新川郡立山町

長野県木曽郡上松町

和歌山県田辺市

沖縄県国頭郡東村

北海道小清水町藻琴山

北海道函館市恵山

仁別森林博物館
（秋田県秋田市）

東濃森林管理署 他
（岐阜県中津川市）

剣山
（徳島県・三好市）

ワンツーツリーフォレスト
（愛媛県・内子町）

長野県松本市 上高地
インフォメーションセンター

親子5～10組
（最大20名）

北海道 ４０8月26日

北海道 ４０７月30日

東北 ７月29日

関東 ２０７月29日

関東 ４０8月6日
（予定）

中部 ５０8月５日

中部 パネル展示
のみ8月１１日

中部 未定8月１１日

近畿
中国 ２０8月9日

四国 未定8月１１日

四国 未定8月19日、
20日

九州農政局熊本県熊本市九州 未定8月2日、
3日

九州 未定8月１１日

中部 未定
7月29日
～

8月15日

地域 行事名 主催者実施場所
（都道府県・市町村）

参加人数
（予定）日程

も　り

もことやま

えさん
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記念植樹をする野村農林水産大臣（右から３人目）
提供：第73回全国植樹祭岩手県実行委員会

おことばを述べられる天皇陛下 タブノキをお手植えされる天皇陛下 ハマナスをお手播きされる皇后陛下

緑の少年団にお声がけされる皇后陛下

　全国植樹祭は、天皇皇后両陛下のご臨席のもと、豊かな国土の基盤である森林・緑に対する理解を深める
ため、昭和２５年から各都道府県を巡って毎年春季に開催されている国土緑化運動の中心的な行事です。

全国植樹祭とは

６月４日、「緑をつなごう　輝くイーハトーブの森
から」をテーマに、天皇皇后両陛下のご臨席のもと、
高田松原津波復興祈念公園（岩手県陸前高田市）で「第
７３回全国植樹祭」が開催されました。岩手県では、
昭和４９年５月１９日に八幡平市で「第２５回全国植樹祭」
が開かれており、今回の大会は２回目の開催となります。
式典前のプロローグでは、宮沢賢治の童話から

「虔十公園林」の朗読で招待者を「イーハトーブいわて」
の世界へと誘い、東日本大震災津波からの復興の歩み
を映像で紹介し、国内外からの復興支援に対する感謝
と、震災の教訓を世代を超えて引き継いでいくことを
誓う、「感謝のメッセージリレー」が披露されました。
　式典では、天皇陛下から「かけがえのない森林の大
切さを思うとき、苗木を植え、大切に育て、そして、
未来を担う若い世代に健全な森林を引き継いでいくこ
とは、私たちが果たすべき大切な使命であると考えま
す」とのおことばを賜りました。また、大会会長の細
田博之衆議院議長（国土緑化推進機構会長）及び達増

拓也岩手県知事があいさつされたほか、全国の緑化功
労者や各種コンクールの表彰が行われ、野村哲郎農林
水産大臣などへ緑の少年団から苗木の贈呈が行われま
した。贈呈された苗木（南部アカマツ）は、大会会長
や野村大臣などにより記念植樹が行われました。
　両陛下のお手植えでは、天皇陛下が南部アカマツ、
カシワ、タブノキの苗木を、皇后陛下がベニヤマボウ
シ、ハナヒョウタンボク、ミチノクナシの苗木をお手
植えされました。また、天皇陛下はオオヤマザクラと
ケヤキの種を、皇后陛下はヤブツバキとハマナスの種
をお手播きされました。
　最後に、濱田純一国土緑化推進機構理事長が大会
宣言を行い、達増拓也岩手県知事から来年全国植樹祭
が開催される岡山県の伊原木隆太知事に、全国植樹祭
のシンボルである「木製地球儀」が手渡されました。
　次回の第７４回全国植樹祭は、来春、岡山県のジッ
プアリーナ岡山を主会場に開催される予定です。

けんじゅう
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03 国有林における
通信システムの実証調査の報告

林野庁 HP https://www.rinya.maff.go.jp/j/gyoumu/gijutu/jouhoukibanseibi.html

本委託調査で得られた成果は、林野庁ホームページで公開しています。

群馬県フォレスター等民国連携推進連絡会

注： 群馬県に所在する行政機関の技術担当職員等が、民有林・

国有林一体となって林業・木材産業の振興を図るために

設立。令和３年度から主に若手職員等の技術交流や市町村

　への支援等に取り組んでいる。

　事業地の群馬県は、県の面積の３分の２が森林で覆
われ、その半分に相当する約２０万ｈａを国有林野が占
めています。国有林野の多くは地形の急峻な奥地の
山々や河川の源流域に分布しています。令和４年度の
実証調査では予め電波が届く範囲を確認した上で基地
局を森林事務所に設置し、現場のアンテナを移設する
こと等により事業地の移動に対応して通信が可能とな
る仕組みを検討しました。安定して電波が届く範囲で
は、森林事務所と木材生産の現場間で、作業員の位置
情報、カメラと音声による事業の進捗状況報告、丸
太検知データの送信等が可能であることが確認でき
ました。
　これらの成果を普及するため「群馬県フォレスター
等民国連携推進協議会（注）」と連携して現地検討会を
開催するとともに、作業手順等をとりまとめたマニュ
アルを作成しました。今後も、国有林で実施した技術
開発の成果を普及し、地域の林業の発展に貢献してま
いります。

林業の現場においても、３D レーザーの活用やデジタル画像を用いた資源管理等の取組が始まっています。しか
しながら、森林内では携帯電話等通信が繋がらないオフライン環境の地域が多く、事業地と事務所間で直接デー
タ等のやり取りをすることは困難な状況です。このような林業の現場に自営ブロードバンド（公共ＢＢ）とＷｉ-Ｆｉ
を用いた通信システム（図）を構築する実証調査を、令和２年度からの３年間、国有林において実施しました。

図：無線通信システムの全体イメージ
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日
本
森
林
学
会
２
０
２
２
年
度

「
林
業
遺
産
」
に
２
件
が
選
定
さ
れ
ま
し
た

TOPICS

04

な
っ
た
２
０
２
２
年
度
は
、
林
業
遺
産
地
区
推
薦
委
員
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
深
町
加
津
枝
林
業
遺
産
選
定
委
員
長

（
京
都
大
学
）
を
筆
頭
に
、
９
名
の
選
定
委
員
に
よ
っ
て
選
定

を
進
め
、
２
０
２
３
年
５
月
31
日
の
日
本
森
林
学
会
定
時
総

会
に
お
い
て
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
認
定
証
・
記
念

品
が
各
件
の
所
有
者
・
管
理
者
等
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
認
定
証
の
デ
ザ
イ
ン
も
一
新
さ
れ
、
岩
手
県
の
南

部
ア
カ
マ
ツ
を
使
用
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
新
た
に
選
定
さ
れ
た
２
件
は
、
石
川
県
、
和
歌
山
県

か
ら
推
薦
さ
れ
た
も
の
で
す
。石
川
県
の「
能
登
の
ア
テ
林
業
」

は
、
林
業
景
観
・
技
術
体
系
・
林
業
記
念
地
の
複
合
的
な
林
業

遺
産
、
和
歌
山
県
の
「
北
山
川
の
筏
流
し
技
術
」
は
現
代
に

も
伝
え
ら
れ
て
い
る
技
術
体
系
の
林
業
遺
産
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
選
定
を
通
じ
て
各
々
の
林
業
遺
産
が
末
長
く
記

憶
・
記
録
さ
れ
、
あ
る
い
は
発
展
し
て
い
き
、
未
来
の
社
会
を

支
え
る
歴
史
の
力
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
選
定
さ
れ
た
林
業
遺
産
は
50
を
数
え
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
雑
誌
「
森
林
科
学
」
や
、
森
林
学
会
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
林
業
遺
産

も
将
来
に
わ
た
っ
て
記
憶
・
記
録
し
て
い
く
価
値
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
実
際
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

新たな選定証

　

日
本
各
地
の
林
業
は
、
地
域
の
森
林
を
め
ぐ
る
人
間
の
営

み
の
中
で
編
み
出
さ
れ
、
明
治
期
以
降
は
海
外
の
思
想
・
技

術
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
大
戦
期
の
混
乱
を
経
て
今
日
に
至

る
ま
で
、
多
様
な
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
日
本
森
林
学

会
で
は
、
学
会
１
０
０
周
年
を
契
機
と
し
て
、
こ
う
し
た
日

本
各
地
の
林
業
発
展
の
歴
史
を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
記
憶
・

記
録
し
て
い
く
た
め
の
試
み
と
し
て
、「
林
業
遺
産
」
選
定

事
業
を
２
０
１
３
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
10
年
目
と

林
業
遺
産
に
つ
い
て
の
情
報
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.forestry.jp/forestryh

eri
tag
e/

き
た
や
ま
が
わ　
　

い
か
だ

北山川の観光筏下り北山川の観光筏下り
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登録番号

林業遺産名

認定理由

分類・形式

成立年代

所在地

所有・管理者

　　　　　　　　　　　４９

能登のアテ林業

　能登地方にみられるアテ（ヒノキアスナロ）の林
業景観とそれを維持・管理する特有の技術体系は、
江戸時代中期から発展してきた伝統的なものであ
り、現存する古木とともにその姿を今に伝えている
ため。

林業景観、技術体系、林業記念地

江戸時代中期

１， 林業景観
輪島市、穴水町、七尾市、能登町、珠洲市
２， 技術体系
石川県能登地方
３， 林業記念地
石川県輪島市門前町浦上１０の２１番１地

１， 林業景観
能登森林組合　輪島市　穴水町　七尾市　能登町　
珠洲市
２， 技術体系
石川県農林総合研究センター林業試験場
３，林業記念地
泉家

　　　　　　　　　　　　５０

北山川の筏流し技術

　木材流送の技術として発展した筏流し技術が、現
在でも観光筏下りとして保存・継承されており、伝
統的な筏流しの姿を今に伝える全国唯一の例とし
て、熊野地域の林業の歴史と伝統を今日に伝えてい
るため。

技術体系

１６世紀前半

和歌山県東牟婁郡北山村大字大沼８７

北山振興株式会社

２０２２年度の「林業遺産」

アテ複層林

択伐施業（珠洲市若山町）択伐施業（珠洲市若山町）

北山川の筏流し 昭和１０年頃北山川の筏流し 昭和１０年頃
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宮
城
県
で
は
、
今
後
、
大
型
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
が
複
数
稼
働
す
る
予
定
で

木
材
需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
守

屋
木
材
（
株
）、（
株
）
仙
台
木
材
市
場
、（
株
）

佐
藤
製
材
所
、（
有
）
寺
島
木
材
の
川
上
か
ら

川
下
ま
で
の
４
者
に
、
支
援
機
関
で
あ
る
宮

城
県
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
、

素
材
生
産
の
増
加
と
確
実
な
再
造
林
を
実
現

し
、
山
元
へ
の
収
益
還
元
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
、
令
和
４
年
度
予
算
で
「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
林
業
経
営
育
成
対
策
と
し
て
、
経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
宮
城
県
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

た
素
材
生
産
（
図
１
）

　

・　

生
産
し
た
丸
太
の
検
知
（
長
さ
や
太

　
　

さ
の
計
測
）
に
お
い
て
、
従
来
の
人
力

　
　

に
よ
る
作
業
、
木
材
検
収
シ
ス
テ
ム

　
　
（
図
２
）、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
デ
ー
タ

　
　

蓄
積
機
能
に
よ
る
検
知
の
比
較
検
証

２
、
再
造
林

　

・　

ス
ギ
特
定
母
樹
「
遠
田
２
号
」
及
び

　
　

早
生
樹
で
あ
る
ユ
リ
ノ
キ
の
低
密
度
植

　
　

栽
、
下
刈
回
数
の
削
減
（
５
回
↓
２
〜

　
　

３
回
）
及
び
下
刈
方
法
の
変
更
（
全
刈

　
　

↓
坪
刈
）

　
　

※

ユ
リ
ノ
キ
の
植
栽
及
び
下
刈
は

　
　
　

令
和
５
年
度
に
実
施

　

・　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
と
フ
ォ
ワ
ー
ダ

　
　

を
使
っ
た
完
全
機
械
化
作
業
シ
ス
テ
ム

　
　

で
の
造
材

実
証
内
容

１
、
主
伐

　

・　

最
適
採
材
機
能
、
カ
ラ
ー
マ
ー
キ
ン

　
　

グ
機
能
等
を
備
え
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス

　
　

タ
に
よ
り
木
材
の
需
給
状
況
を
反
映
し

３
、
流
通

　

・　

川
上
と
川
下
が
木
材
の
需
給
情
報
を

　
　

共
有
し
、
適
切
な
木
材
供
給
を
行
う
体

　
　

制
を
検
討
す
る
協
議
会
の
設
置

シリーズ
新しい林業

図１　ICTハーベスタ

効
率
的
な
素
材
生
産
と

低
コ
ス
ト
造
林
で
の
採
算
性
向
上（
宮
城
県
）
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実
証
結
果

図５　カラーマーキングされた丸太 図４　第１回現地検討会

今
後
の
取
組

　

今
後
は
、
通
常
の
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る
造

材
と
の
生
産
性
や
作
業
効
率
の
比
較
、
現
場

条
件
の
良
い
現
場
で
の
需
給
情
報
に
応
じ
た

最
適
採
材
に
よ
る
効
果
の
検
証
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

ハ
ー
ベ
ス
タ
の
検
知
に
よ
る
取
引
に
向
け
た

精
度
の
再
検
証
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
低
コ
ス
ト
再
造
林
の
検
証
、
ユ
リ
ノ
キ
の

低
密
度
植
栽
や
下
刈
回
数
の
削
減
を
行
い
、

更
な
る
効
果
の
検
証
を
進
め
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
協
議
会
、現
地
検
討
会
（
図

４
）
を
開
催
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ

る
伐
採
か
ら
再
造
林
ま
で
の
実
証
内
容
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
は
川
下
側
の
需
給
情

報
を
反
映
し
た
造
材
プ
ラ
ン
を
自
動
で
示
し

て
く
れ
る
た
め
、
経
験
の
浅
い
人
で
も
使
い

や
す
い
な
ど
の
利
点
が
あ
る
一
方
、
曲
が
り

や
キ
ズ
等
の
欠
点
の
判
断
に
時
間
を
要
す
る

な
ど
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
丸
太
を
用
途
別
に
仕
分
け
る
た
め

に
活
用
し
た
カ
ラ
ー
マ
ー
キ
ン
グ
機
能
は
、

特
に
見
分
け
の
つ
き
に
く
い
製
材
丸
太
（
杭

用
）
と
薪
用
細
丸
太
の
仕
分
け
作
業
に
お
い

て
、
そ
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
図

５
）。

　

検
知
で
は
、
従
来
の
人
力
に
よ
る
検
知
を

基
準
に
、
写
真
検
知
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
に

よ
る
検
知
と
の
比
較
を
行
っ
た
結
果
、
一
定
の

誤
差
に
収
ま
る
こ
と
と
、
目
標
を
上
回
る
コ

ス
ト
削
減
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

再
造
林
で
は
、
従
来
の
３
千
本
／
ha
を
1.6

千
本
／
ha
に
変
え
て
植
栽
し
た
こ
と
に
よ
り

苗
木
費
用
を
削
減
で
き
ま
し
た
（
図
６
）。

こ
れ
ら
の
結
果
、
総
収
支
は
、
ha
当
た
り

で
目
標
を
２
０
０
千
円
上
回
る
１
，８
０
０

千
円
と
か
な
り
良
い
結
果
が
得
ら
れ
ま
し

た
。

図２　木材検収システム図３　人力での検知

図６　再造林の取組イメージ

15 2023.7 No.196 林野



令
和
４
年
８
月
豪
雨
災
害
へ
の
対
応

　

青
森
県
で
は
、
昨
年
８
月
２
日
５
時
か

ら
の
24
時
間
雨
量
が
１
８
６
㎜
と
、
平
年

の
８
月
１
ヶ
月
分
を
上
回
る
記
録
的
な
大

雨
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
大
雨
に
よ
り
、

津
軽
半
島
東
部
の
外
ヶ
浜
町
で
は
、
複
数
の

東
北
森
林
管
理
局　

青
森
森
林
管
理
署

は
じ
め
に

国有林野事業の取組

自
治
体
等
と
連
携
し
た

被
害
状
況
の
把
握

　

青
森
森
林
管
理
署
で
は
、
発
生
後
２
回
に

わ
た
り
青
森
県
庁
と
合
同
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
上
空
か
ら
広
範
囲
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
（
写
真
２
）。
上
空
か
ら
山
地
災
害
が

確
認
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
地
上
で
詳

細
な
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
被
害
状
況
を
効

率
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

10
月
に
は
、
山
地
災
害
の
形
態
と
降
雨
量

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
国
の
研
究

機
関
で
あ
る
森
林
総
合
研
究
所
の
専
門
家
が

外
ヶ
浜
町
の
山
地
災
害
の
現
地
に
お
い
て
、

地
形
や
地
質
、
流
木
の
発
生
機
構
等
に
関
し

て
詳
細
な
調
査
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
３
）。

写真１：土砂と流木の被害

渓
流
で
渓
岸
斜
面
の
崩
壊
や
土
砂
流
出
・

流
木
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
流
出
土
砂

と
流
木
の
一
部
は
陸
奥
湾
ま
で
到
達
し
、

湾
沿
い
の
集
落
及
び
国
道
２
８
０
号
に
堆

積
し
、
被
害
を
与
え
ま
し
た
（
写
真
１
）。

管内概要

所在地

区域面積

関係自治体

青森県青森市篠田三丁目 ２２-１６

１４７,８１２ha
うち森林面積   　　 １１１,５９１ha
　うち国有林面積　　６８,１９４ha

青森市、平内町、外ヶ浜町、今別町、蓬田村

　青森森林管理署の管理区域は、青森県の北西部に位置し、奥羽山脈
の北端部である八甲田大岳をはじめ高峰が連なる地域と津軽半島東部
の標高７００m前後の山々が連なる起伏の大きな地域に大別されます。  
　管内の国有林は、市町村の水道用水や農業等産業用水の水源域が
多く、その多くが水源涵養を目的とした保安林に指定されています。
また、ヒバやブナ等の天然林が多く、その豊かな森林資源を利用し
た木材加工業が発達しており、地域の重要な産業となっています。
さらに、十和田八幡平国立公園、津軽国定公園等優れた景勝地や自
然環境を有する森林も多くあります。

青森県青森森林管理署

●

秋田県 岩手県

八甲田大岳
▲

そとがはままち

と わ だ はちまんたいこくりつこうえん
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応
急
対
策
及
び
復
旧
対
策

　

外
ヶ
浜
町
藤
島
地
区
で
は
、
渓
流
に
設
置

し
て
い
た
治
山
ダ
ム
上
流
に
流
木
が
堆
積
し

て
お
り
（
写
真
４
）、
再
び
大
雨
が
降
っ
た

場
合
に
流
下
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
応
急
対
策
と
し
て
流
木
を
撤
去
す

る
と
と
も
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
利

用
が
可
能
な
も
の
を
搬
出
し
有
効
活
用
す
る

こ
と
で
、
災
害
廃
棄
物
処
理
費
用
の
削
減
を

図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
復
旧
対
策
と
し
て
、
森
林
総
合
研

究
所
の
専
門
家
か
ら
提
案
さ
れ
た
独
立
基
礎

型
流
木
捕
捉
工
を
設
置
（
令
和
５
年
４
月
）

し
ま
し
た
（
写
真
５
）。
独
立
基
礎
型
流
木

捕
捉
工
と
は
、
流
木
災
害
の
発
生
を
防
止
・

軽
減
す
る
た
め
、
流
木
の
捕
捉
に
特
化
し
た

施
設
で
す
。
流
木
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
で

渓
畔
林
を
保
護
し
、
水
土
保
全
等
の
緩
衝
林

と
し
て
機
能
さ
せ
る
と
と
も
に
、
生
物
多
様

性
に
富
ん
だ
山
地
生
態
系
を
保
全
す
る
機
能

も
期
待
で
き
ま
す
。

　

同
町
の
元
宇
田
地
区
で
は
、
流
木
と
土
砂

の
流
出
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
応
急
対
策
と

し
て
堆
積
し
た
土
砂
を
取
り
除
く
こ
と
に
加

え
て
ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
工
を
設
置
し
、
土
砂

や
流
木
の
再
流
出
に
備
え
ま
し
た
（
写
真

６
）。
な
お
、取
り
除
い
た
土
砂
に
つ
い
て
は
、

近
隣
の
林
道
の
災
害
復
旧
事
業
で
有
効
活
用

す
る
た
め
、
土
質
試
験
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
（
写
真
７
）。

　

本
年
度
は
、
被
災
箇
所
に
お
い
て
、
青
森

県
及
び
被
災
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
本
格

的
な
災
害
復
旧
等
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い

写真２：青森県と合同のヘリ調査写真３：専門家による外ヶ浜町の現地調査

写真４：治山ダム上流部に堆積した流木

写真５：独立基礎型流木捕捉工

写真６：設置したワイヤーネット工写真７：土砂の土質試験

り
ま
す
。
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令和５年度 木材利用優良施設等コンクール
応募施設や国産材利用促進の取組等を募集中！

　木材利用優良施設等コンクール ( 主催 : 木材利用推進中央協議会 ) は、木材利用の一層の推進を図り、木材需要
を拡大するため、木材利用における優れた作品や顕著な成果を挙げている企業を審査・表彰するものです。地域
の木材を持続的かつ有効に活用した施設や、木造・木質化への新たな提案、地球温暖化防止等への配慮がなされ
ている施設等を対象とする「優良施設部門」では、内閣総理大臣賞、５大臣賞をはじめとする特賞（１１点程度）と、
これに続く優秀賞が授与されます。
　また、年間を通じた国産材の取扱量が多いなど、国産材の利用拡大に向けた取組を積極的に行う建築事業者等
を表彰する「国産材利用推進部門」では、農林水産大臣賞及びその他各賞 (５点程度）が授与されます。
　受賞者はウェブサイトで公表し、事例集を作成しＰＲいたします。たくさんのご応募をお待ちしています！

応募方法 ：Word形式の応募様式をダウンロード
して、必要事項を記載の上ご提出ください。

木材利用推進中央協議会（担当：米田、黒江、末藤）

応募期限 ： ８月２１日（月）まで
審査費用 ： 無料

流山市立おおぐろの森中学校（千葉県流山市）内閣総理大臣賞

ＰｏｒｔＰｌｕｓ大林組横浜研修所（神奈川県横浜市）
国土交通大臣賞

ＨＵＬＩＣ＆ＮｅｗＧＩＮＺＡ ８（東京都中央区）
環境大臣賞

京丹波町役場 新庁舎（京都府京丹波町）農林水産大臣賞

大豊町立大豊学園（高知県大豊町）文部科学大臣賞

令和４年度の「優良施設部門」受賞施設

木材利用推進中央協議会ウェブサイト
https://www.jcatu.jp/concours/

応募フォーム
https://www.jcatu.jp/concours_r5/

〒１００-００１４東京都千代田区永田町２-４-３ 永田町ビル6階 ＴＥＬ：０３-３５８０-０３３５ 　　メール：ｃｏｎｔｅｓｔ-２０２３-ａｃｃｅｐｔ＠ｚｅｎｍｏｋｕ．ｊｐ

TOPICS

05

応募先

お問い合わせ先
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みどりの

大使
が行く！

2023ミス日本みどりの大使

上村 さや香
かみむら　　　 　  か

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
み
ど
り
の
大
使

上
村
さ
や
香
で
す
。
今
月
も
国
産
材
ギ
タ
ー

を
背
負
い
、
新
幹
線
や
飛
行
機
に
乗
り
、
日

本
各
地
の
森
林
、
木
材
の
現
場
に
て
弾
き
語

り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！
み
ど
り
の

大
使
に
な
っ
て
約
５
ヶ
月
、
皆
さ
ま
に
お
声

が
け
い
た
だ
き
、
大
使
の
役
割
へ
の
期
待
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
、
若
い
世
代
へ
の
発

信
を
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
！

行
っ
て
き
ま
す
！

新
し
い
ス
タ
ー
ト
〜
♪

第
73
回
全
国
植
樹
祭
い
わ
て
２
０
２
３

が
岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
４
年
ぶ
り
に
天
皇
皇
后
両
陛
下

が
御
臨
席
さ
れ
、
南
部
ア
カ
マ
ツ
の
苗
木
を

緑
を
つ
な
ご
う

輝
く
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
森
か
ら

お
手
植
え
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
全
国
植
樹
祭

に
出
席
し
た
他
、
大
会
記
録
映
像
の
紹
介
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
役
と
し
て
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
奇
跡
の
一
本
松
や
、
震
災
・
津
波
の
遺

構
を
巡
り
ま
し
た
。
記
録
映
像
は
岩
手
県
が

復
興
す
る
姿
と
、
森
林
を
次
の
世
代
に
託
す

意
義
、
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
完
成
し

た
ら
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
え
り
も
岬
緑
化
事
業
70
周
年
記
念

植
樹
祭
に
て
司
会
進
行
、
記
念
植
樹
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
学
生
な
ど
合
計
約

６
５
０
名
の
方
々
が
集
ま
り
、
潮
風
に
強
い

ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木
を
１
２
０
０
本
植
樹
し
ま

し
た
。

　

か
つ
て
「
え
り
も
砂
漠
」
と
呼
ば
れ
た
ほ

ど
荒
廃
し
て
い
た
え
り
も
町
は
、
強
風
に
よ

り
砂
が
舞
い
上
が
り
、
海
岸
線
は
赤
土
に
よ

り
赤
く
染
ま
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
昭
和
28

年
か
ら
緑
化
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
試
行
錯

誤
と
努
力
を
続
け
た
結
果
、
緑
豊
か
な
森
林

が
蘇
り
、
漁
業
も
復
活
し
ま
し
た
。
植
樹
会

場
で
は
そ
の
歴
史
へ
の
想
い
を
込
め
、
大
漁

旗
が
な
び
い
て
い
ま
し
た
！
今
回
み
ん
な

で
植
え
た
苗
木
の
成
長
も
と
て
も
楽
し
み

で
す
。

「
森
を
育
て
、
海
を
守
る
」

　
「
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
登
米
本
店
新
築
工
事  

Ｆ
Ｓ

Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
認
証
取
得
披
露
式
典
」
に

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。Ｆ
Ｓ
Ｃ
は

適
切
に
管
理
さ
れ
た
森
林
で
で
き
た
木
材
に

与
え
ら
れ
る
マ
ー
ク
で
す
。

新
築
に
あ
た
り
登
米
市
産
Ｆ
Ｓ
Ｃ
材
を

90
・
89
％
使
用
し
た
木
造
建
築
物
と
し
て

「
Ｆ
Ｓ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
認
証
」
を
取
得
し
て

宮
城
県
登
米
市
の

Ｆ
Ｓ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

お
り
、
木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
新
し

い
建
物
で
弾
き
語
り
を
し
て
、
と
て
も
気
持

ち
よ
か
っ
た
で
す
。

式
典
の
後
、
登
米
小
学
校
５
年
生
の
皆
さ

ん
に
お
話
と
弾
き
語
り
を
す
る
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
か
ら
は
、「
歌
う
夢
へ
の

挑
戦
」「
森
林
の
サ
イ
ク
ル
」
に
つ
い
て
お

話
し
ま
し
た
。「
み
ん
な
の
使
っ
て
い
る
ノ
ー

ト
も
木
か
ら
出
来
て
い
る
ん
だ
よ
〜
」
と
い

う
と
「
え
ー
！
」
と
元
気
な
声
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。
緑
豊
か
な
街
で
、
苗
木
の
よ
う
な

子
ど
も
た
ち
が
将
来
大
き
な
木
と
な
り
、
森

林
の
役
割
や
大
切
さ
を
い
ろ
ん
な
場
所
で
伝

え
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
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